








産科管理における究極の目標は妊娠・分娩を通じた母児ないしはその延長としての新生児

の健康と安全を保証することにある。母児の健康を危うくする原因として母児そのものを

含めた内的外的環境の劣悪化に因る所が大きい。そこで本研究では母児を取り巻く内外の

環境を多くの視点より多面的に検討した。具体的には母児垂直感染,薬剤や喫煙の児への影

響,反復流産の実状調査とその治療法の有用性の評価胎児治療の開発,母乳分泌に影響する

産科学的,内分泌学的,新生児あるいは母児相互作用など諸因子の検索,妊産婦死亡例の分

析など広範にわたる課題に 3年間アプローチを行った。いずれにおいても意義深い新知見

が提出され,産科管理の臨床指針を作成するために寄与する所が極めて大きいものであっ

た。 


